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目的 頭頚部悪性黒色腫における生検手技の違いが予後に影響を及ぼすか

検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング M.D.アンダーソン癌センター 
対象者 1983 年から 1991 年まで M.D.アンダーソン癌センターで治療を受け

た頭頚部悪性黒色腫患者 159 人 

対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） excisional biopsy、incisional biopsy、other biopsy 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 原発部位での再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 所属リンパ節再発 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 遠隔転移 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

生検手技の違いによる、原発部位での再発率と所属リンパ節再発率

への影響は認められなかったが、遠隔転移に関して excisional 
biopsy で 10.1％、incisional biopsy で 31.3％と有意差を認めた（ｐ

＝0.007）。 
また、黒色腫による死亡は excisional biopsy で 8.9％、incisional 
biopsy で 31.3％と有意差を認めた（ｐ＝0.023）。 
多変量解析では腫瘍の残存、頚部病変、生検の方法が生存率に影響

する独立因子とされた。 

結論 

頭頚部において、病変の大きさによって incisional biopsy をせざる

をえない場合は、迅速に追加切除できる状況を用意しておく必要が

ある。 
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